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PRESS RELEASE    

                                令和 7年（2025年）11月6日 

山形大学アントレプレナーシップ教育研究センター、 
ウズベキスタン共和国政府の要請と予算支援のもと、 
同国でアントレプレナーシップ教育プログラムを開始 
※ 実施地域：カラカルパクスタン自治共和国（ウズベキスタン西部の自治共和国） 

 
山形大学アントレプレナーシップ教育研究センター（センター長：小野寺忠司教授）は、

ウズベキスタン共和国政府からの要請を受け、政府予算による支援のもとで、同国において
アントレプレナーシップ教育プログラムを開始しました。 
本プログラムは、ウズベキスタン共和国政府の国家プロジェクトとして正式に位置づけら

れており、大統領令に「山形大学」の名が明記されて実施されるのは今回が初めてです。 
両国の高等教育機関と金融機関が連携し、社会課題をビジネスで解決できる若手人材を育

成する新たな教育モデルとして注目されています。 
 
【本件のポイント】 
 山形大学が、ウズベキスタン共和国政府の大統領令に基づく要請を受け、国の重点施策「アン

トレプレナーシップ教育推進戦略」の一環として実施。 
 政府予算により実施される教育プログラムを、ウズベキスタン政府と共同で展開。ウズベキス

タン西部の自治共和国「カラカルパクスタン共和国」という、環境・社会・経済課題が集中す
る地域において、地域課題解決型の人材育成を推進。 

 日本の大学として初めて、ウズベキスタン共和国政府主導の教育事業に本格参画。教育・金融
機関・地域が連携する国際的モデルとして、駐日ウズベキスタン大使館も注目している。 

 現地の若手起業家と日本の専門家が協働し、社会課題の解決をビジネスとして具現化。講義、
メンタリング、チーム活動を通じて、持続可能な事業創出を支援する。 

 
【概要】 
山形大学アントレプレナーシップ教育研究センター（以下、「当センター」という）は、ウズベキスタン共和国
の大統領令に基づく公式に要請を受け、同国内でも特に環境、社会・経済的課題が集中するカラカルパクスタン
自治共和国における、地域課題を解決するソーシャルイノベーションにより事業創出を担うメンター（指導者）
育成に向けたアントレプレナー教育プログラムについて、ウズベキスタンビジネス開発銀行（以下、BDB）、カ
ラカルパクスタン政府、および現地でプログラムの運営を担う日本ビジネススキル開発と四者契約を締結し、本
年8月より選抜された若手起業家およびBDB社員約80名を対象にプログラムの提供を開始した。 
 
（背景・目的） 
ウズベキスタンでは、雇用機会が労働人口の増加に追いつかず、2018年以降、高い失業率（10％程度）が継続し
ている。この課題に対処するために、同国では既存産業の収益力を高めることや起業を通じて雇用機会創出に努
めており、取り組みの効果を上げるために、教育を通じて質の高い経営者を輩出することを目標としている。こ
の状況の中、昨年度、BDBと受託事業契約を締結し、当センターで取り組んでいる実践的なアントレプレナー育
成教育プログラムを提供した。昨年度のプログラムにおいては、中小企業経営者向けのオンデマンド講義を約
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17,000人が受講し、また、起業家および BDBから選抜された約 50名への日本での研修を実施した。その成果
が高く評価され、今年度は、アラル海の縮小による環境問題、貧困と経済格差、水資源の不足、社会インフラと
教育の不備等の課題が集中し、ウズベキスタン国内でも重要な地域であるカラカルパクスタンにおける持続可能
な事業創出に向け、さらなる教育提供の要請を受けた。 
 
（教育の主な内容） 
・事業構築、マーケティング、ファイナンス、ＫＡＩＺＥＮ等、起業に必要な基本要素の講義 
  （オンデマンドコンテンツによる，実施時期：2025年8月～9月） 
・山形大学講師、ゲスト講師、専門家による、実践的な事業化支援および同自治共和国の課題解決に必要な   
専門技術等に関する講義  （現地での対面講義，実施時期：2025年10月/12月） 

・講義で学んだ知識を活用した、社会課題解決型のビジネスプランプラン構築 
 事業化を目指した具体的なチーム活動の支援 
 日本人メンターと昨年度受講生による、メンターの役割やメンタリング手法の指導 

（現地およびオンラインでのグループワーク，実施時期：2025年10月/12月および2026年1月/2月） 
 
（プログラムの進捗および今後の予定） 
8 月 25 日にカラカルパクスタン自治共和国ヌスク市の BDB 中小企業支援センターでプログラムをキックオフ
し、10月15～17日の3日間で第一回ワークショップを実施した。 
今後は、12月の第二回ワークショップ、来年 1月のオンラインチームメンタリングを経て、来年 2月にチーム
で取り組んだビジネスプランの発表を予定している。 
 

 
 

 
 

 
【連携機関の概要】 
〇Business Development of Bank （BDB） 
 代 表 者 | Sakhi Annaklichev, Chairman of the Management Board  
 所 在 地 | Navoi Street 18-A, Tashkent, Uzbekistan 
 事 業 内 容 | ウズベキスタンにおける各種中小企業支援プログラムを通じた融資 
 
〇カラカルパクスタン自治共和国  
 代 表 者 | Farkhod Urazbaevich Ermanov, Chairman of the Council of Ministers  
 事 業 内 容 | ウズベキスタン共和国西部にある自治共和国（主権国家ではなくウズベキスタンの一部） 

首都：ヌスク市，人口：約200万，主要産業：綿花・米・メロンなどの農業、牧畜 
 
〇NGO法人 日本ビジネススキル開発 
 代 表 者 | 佐藤 富彦（理事） 
 設立年月日 | 2025年4月25日 
 所 在 地 | C-1(massiv Buyuk Ipak Yuli) 45B,6F Office #8 ,Tashkent,Uzbekistan 
 事 業 内 容 | ウズベキスタン・日本、両国間の教育プロジェクトへの参加とその実施及び支援 

 
〇山形大学アントレプレナーシップ教育研究センター 
 センター長 | 小野寺 忠司（教授） 
 設立年月日 | 令和（2022）4年4月 （令和5年4月から現センター名に変更） 
 所 在 地 | 山形市小白川町一丁目4番12号（小白川キャンパス人文社会科学部3号館８階） 
 事 業 内 容 | アントレプレナーシップ教育（大学生、社会人、企業人、団体、中高生） 
          企業向けリーダーシップ教育、新事業創出教育 

アントレプレナーシップに関する社会・地域との連携 

お問い合わせ  
山形大学アントレプレナーシップ教育研究センター 齋藤 
TEL  023-628-4075  メール yu-entre@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 



ウズベキスタン共和国向け
アントレプレナーシップ教育プログラム

について

山形大学アントレプレナーシップ教育研究センター

小野寺 忠司

2025年11月6日
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⚫ ウズベキスタンでは、人口が毎年100万人増え、80万人の若者が労働市場へ流入

⚫ 雇用機会が労働人口増に追い付かず失業率が 8.9%と高水準で推移（日:2.6%）。*1

⚫ この課題に対応するため、同国政府は、既存産業、特に中小零細企業(GDPの54%, 労働人

口の78%)の事業成長、及び 起業を通じた雇用機会の創出を重点政策としている。

⚫ 政策の効果を上げるために、教育を通じて質の高い経営者を輩出することが国策として決

定され、大統領令が発出されている。

⚫ 2024年度、同国労働省傘下のビジネス開発銀行（BDB：Business Development Bank）と、
山形大学アントレプレナーシップ教育研究センターが起業家教育プログラムの提供、および
現地での運営について、業務委託契約を締結し、プログラムを実施。

2024年度の成果が評価され、引き続き、同国政府からの要請・政府予算による

支援を受け、カラカルパクスタン自治共和国向けのプログラムを受託。

*1: 2022年IMF統計

ウズベキスタンでの取り組みの背景・課題
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ビジネス開発銀行(BDB)との事業委託契約に基づき、2024年はウズベキスタン向けの起業家育成プログラムU-HOPEとして、
ウズベキスタンの4都市を市場調査、プロモーション活動を実施。教育事業として、１．中小企業経営者向けオンデマンド講義、
２．経営者を育成する指導者候補生向けの研修、３. BDBの各部署の管理職向けに日本にて研修を実施し、今年度は事業終了。

Program 1： 中小企業経営者(SME)向けオンデマンド講義
受講者：17,393人(2024年 9月～12月)、5,967人が修了

Program 3: BDB 管理職向け研修
受講者：27名 1月@日本

Program 2 指導者（メンター）育成研修
受講者：24名、 6月:Kick Off、7月:WS1、10月:WS2@日本

幅広い中小企業経営者層（製造業、農業、飲食業ほか）向けに、事業
を起こすために必要な基礎知識の講義動画と日本の地方における事
業化の成功事例（ケーススタディ）動画、併せて17本をBDBのWeb
ポータル上で提供。17,393名が受講し、5,967人が修了した。

ウズベキスタン現地で指導者となるメンターを育成する為に、選抜さ
れたアントレプレナー24名に指導者として必要なマインドセット、スキ
ルセットの講義、グループで作成したビジネスプランを日本のメンター
から指導を受け、指導方法を自ら体験し学んだ。
最終発表（WS2）は、日本の企業視察も兼ねて、山形で実施した。

BDB銀行の各部署の管理職 26名と、政府機関の経済財務省から 1
名が、日本（山形県）にて研修を受講。リーダーシップや、リーンマ
ネージメントの講義、中小企業を支援する仕組みや事業を創出する
ための銀行の役割などをゲスト講師から学んだ。また、企業の現場を
視察し、KAIZENの取り組みなど具体的な知見を習得した。

2024年度のウズベキスタン共和国向け教育プログラム
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カラカルパクスタン自治共和国とは

Nukus
Tashkent

Uzbekistan

カラカルパクスタン自治共和国

カラカルパクスタン自治共和国は、中央アジアのウズベキスタン共和国西部にある自治共和国。主権国家ではなく、ウズベキスタンの一部である。
元々はカラカルパク人の独自の領土として存在していたが、20世紀初頭にはロシア帝国、その後ソビエト連邦の支配を受けた。ソビエト連邦時代には、
ウズベキスタンの一部として扱われ、ソビエト連邦崩壊後もウズベキスタンの一部として引き続き存在している。
ウズベキスタン内で自主管理を享受しており、一定の自治権を持っているが、実際の政治的権限はウズベキスタン政府によって管理されている。

カラカルパクスタンはウズベキスタンの憲法において独自の共和国として位置づけられており、文化や言語、教育において一定の自律が認められて
いる。「カラカルパク」とは「黒い（カラ）帽子（カルパック）」のことで、「カラカルパクスタン」とは「黒い帽子を被る民族の国」を意味する。

・公用語：カラカルパク語、ウズベク語
・主都： ヌクス
・人口： 約200万人
・移動： タシケントからヌクスへ飛行機 
・経済： 綿花、米、メロンなどの農業、牧畜
・課題：

1.アラル海の縮小による環境問題
塩害による健康問題、農業困難

2.貧困と経済格差
インフラ整備不足、職業の限界

3.水資源の不足
農業への影響、生活水の不足

4.社会インフラと教育の不備
教育の遅れ、医療不足

5.政治的および自治の問題
政治的緊張、文化的な保護

など

810Km, 1時間40分

カザフスタン
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山形大学は、ビジネス開発銀行（BDB）との連携のもと、ウズベキスタン・カラカルパクスタン自治共和国に

おいて、地域課題の解決を担う起業家メンターの育成プログラムを実施します。本事業は、同地域の社会・
経済的課題に対応し、持続可能なビジネス創出を通じた地域活性化を目的としています。

対象者：
• カラカルパクスタンの若手起業家 50名
• BDB社内から選抜された職員 30名

実施内容：
• 事業構築、マーケティング、ファイナンス、ＫＡＩＺＥＮ等、起業に必要な基本要素の講義

• 山形大学講師、ゲスト講師、専門家による、実践的な事業化支援および同自治共和国の課題解決
に必要な専門技術等に関する講義

• 講義で学んだ知識を活用した、社会課題解決型のビジネスプランプラン構築

• 事業化を目指した具体的なチーム活動の支援

• 日本人メンターと昨年度受講生による、メンターの役割やメンタリング手法の指導

本プログラムは、ウズベキスタン大統領令PF-10号第27.2項に基づき、地域の福祉向上と起業家精神の醸
成を目指す国家的施策の一環として位置づけられています。

2025年度ウズベキスタン共和国向け教育プログラム
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2025年度プログラム 実施概要、スケジュール

APR MAY JUN JUL AUG SEP OCT NOV DEC JAN FEB MAR

• 契約締結
• 参加者選定：80名

起業家 50名 面接にて選抜(6月) 
BDB社員 30名

• 地域課題テーマ調査

準備

起業家教育 (マインドセット、スキルセット習得)

■On-demand Video 講義視聴
講義 9本、Case Study 7本

KickOff WS1 WS2 WS3

■チーム毎に地域課題を解決する、ビジネスプラン創出、事業化を実現する
日本メンター 10名、BDB U-HOPE GOLD メンター 10名による指導

■山形大学講師、ゲスト講師による講義
講師 8名、専門研究者講師 2名 (渇水対策、土壌改良、無農薬農産物の輸出)

Entrepreneurship Education

Business Plan
事業計画フェーズ事業アイデア創出フェーズ

12/17-12/19 (3days)
出張期間:12/15-12/21
On-site at Nukus

8/25 (1days)
出張期間:8/23-8/28
On-site at Nukus

10/15-10/17 (3days)
出張期間:10/13-10/19
On-site at Nukus

2/18-2/20 (3days)
出張期間:2/16-2/22
On-site at Nukus
最終発表会

■受講生 Karakalpakstanの 若手アントレプレナー 50名に加え、BDB社員 30名を対象に起業家教育と事業創出を行うプログラム
■全4回 (11日間 55H)の講義・チーム指導と発表会を実施。+ On-demand講義視聴 (5H） (総時間：60時間) 

On-line

起業家の基礎
Ondemand 講義

1/15-16
On-Line 
メンタリング
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キックオフ & チームビルディング

開催日：2025年8月25日

会 場：BDB ＳＭＥサポートセンター ＠ヌクス   

2025年度プログラムの実施状況①（キックオフ）

（左から）
ビジネス開発銀行（BDB） 副理事長 ニゾミディン・アボソフ 様
山形大学アントレプレナーシップ教育研究センター センター長 小野寺忠司
カラカルパクスタン共和国 閣僚会議議長 ファルハド・エルマノフ 閣下
国連開発計画カラカルパクスタン統合プログラム・マネージャー アリシェル・ウテミソフ 様

ファルハド・エルマノフ閣下 あいさつ 小野寺教授によるオリエンテーション

チームビルディングセッションの実施

◯ 自己紹介

◯ 個人の強み・資源の整理

◯ チームリーダー選出

◯ チームテーマ検討

◯ テーマ発表及び決意表明
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2025年度プログラムの実施状況②（ワークショップ１）

第１回ワークショップ

開催日：2025年10月15日, 16日, 17日

会 場：BDB SME サポートセンター ＠ヌクス

１日目（10/15)

◯ 講義１ 『アントレプレナーシップ』

◯ 講義２ 『水環境工学とビジネス』

◯ 講義３ 『ソーシャルイノベーション』

◯ 講義４ 『農業技術大学の研究とビジネス』

◯ チームメンタリング

２日目（10/16)

◯ 講義５ 『事業計画作成基礎講座①』

◯ 講義６ 『事業計画作成基礎講座②』

◯ チームメンタリング

３日目（10/17)

◯ 講義７ 『環境動態解析』

◯ チームメンタリング

◯ グループ発表
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実施体制・契約について

山形大学とウズベキスタンの運営会社が連携し、プログラムの提供、ワークショップのイベント運営を実施

◆ 大学はプログラム提供に集中し、開発工数費用を受入れ、国内講師派遣の委託を実施

◆ NGO法人(JBSD)が運営に関する費用管理、運営責任を担う

ビジネス開発銀行、カラカルパクスタン政府、運営会社と四者契約を実施

※ ４者それぞれの役割は契約書で規定

Minister of the 

Republic of Karakalpakstan

（カラカルパクスタン自治共和国）

実施
主体

Yapon Biznes

Konikmalarini Rivojlantirish

Japan Business Skills Development

（NGO法人 日本ビジネススキル開発）

山形大学

事業
運営

教育
提供

ウズベキスタン政府 (大統領令)

連
携

運営費

教育プログラム提供費

Business 

Development

Bank

(BDB)

資金
提供

４者契約

共同運営

プログラム提供
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2024年度、起業家育成プログラム提供の
事業委託契約を締結 (2024/3/7)

政府系銀行 ビジネス開発銀行(BDB)と
プログラム提供についてLOIを調印 (2024/1/10)

ウズベキスタン・日本 ビジネスフォーラムでのお披露目 
(1月10日@ウズベキスタン タシケント)

 
左から、ラジス・クドラトフ 投資産業貿易省、 ビジネス開発銀行 CEO代理

小野寺 山形大学教授、 上月 経済産業副大臣

山形大学 学長記者会見

左から2人目：ビジネス開発銀行サフィー・アンナクリチェフ CEO
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